
 

「いーち、にー、さーん」 

３回まわってから、すいかを

狙います。「がんばれー！」 

「みぎ！」「ひだり！」「まえ！」 

「…みぎってどっち？」 

「す
ご
ー
い
！
当
た
っ
た
よ
！
」 

「すいか、おばあちゃんのおうちで

食べたよ」「早く食べたいな～。」 

ひまわり組の姿を見て、早く 

やりたくて仕方ないすみれ組。 

異年齢の関わりが良い刺激に

なっています。 

「もも組さんもすいか持ってみる？」 

「重いから落とさないようにね！」 

ひまわり組は、自分たちで育てたすいかが無事収穫できた嬉しさを味わっただけでなく、「すいかわり楽しかった

ね！」「甘くておいしかったよ！」という他のクラスの友達や教師からの言葉を聞いて、今までの取り組みに誇りをも

つ様子が見られました。もも・すみれ組は、ひまわり組の姿を見て「今度は自分たちがやってみたい」という期待感に

繋がったのではないかと思います。普段はすいかが苦手で食べられないのに、「自分たちが作ったすいかはおいしかっ

た！」という子もいました。それぞれに、いろんな気づきや学びがあったようです。 


